

































（1）　F. C. Laukhards, vorzeiten Magisters der Philosophie, und jetzt Musketiers unter dem von addenschen Regi-
ment zu Halle, Leben und Schicksale, von ihm selbst beschrieben, und zur Warnung für Eltern und studierende 
Jünglinge herausgegeben.　Ein Beitrag zur Charakteristik der Universitäten in Deutschland.　Erster eil, Zwei-
ter eil, Halle 1792.（F・C・ラウクハルト『ゲーテ時代のひとつの断面─自伝「人生の有為転変」』
上西川原章訳，三修社，1994年。以下，原著は Leben und Schicksale，訳本は『断面』と略記），
Ders., Magisters der Philosophie, und jetzt Lehrers der älteren und neueren Sprachen auf der Universität zu Halle, 
Leben und Schicksale, von ihm selbst beschrieben, Dritter eil, welcher dessen Begebenheiten, Erfahrungen und 
Bemerkungen während des Feldzugs gegen Frankreich von Anfang bis zur Blokade von Landau enthält, Leipzig 

























（3）　Guido Naschert, Friedrich Christian Laukhard─ Schristeller, Radikalaulärer und gelehrter Soldat, in :  















（6）　Ulrich Bräker, Lebensgeschichte und natürliche Ebenteuer des Armen Mannes im Tockenburg （1789）, Philipp 



























































































（10）　Ralf Pröve, Zum Verhältnis von Militär und Gesellscha im Spiegel gewaltsamer Rekrutierungen （1648-
1789）, in : Zeitschri für historische Forschung, Bd. 22, 1995, S. 204f.
（11）　鈴木直志『ヨーロッパの傭兵』山川出版社，2003年，77頁以下を参照のこと。

































（15）　Leben und Schicksale, Bd. II, S. 274f.『断面』261頁。
（16）　Ebd., S. 276f.『断面』262頁。
（17）　Reglement für die königl. preußische Infanterie, worinn enthalten : Die Evolutionen, das Manual, die Char-









































































（26）　Leben und Schicksale, Bd. II, S. 472.『断面』323頁。
（27）　宿営に関しては，Ralf Pröve, Der Soldat in der ,guten Bürgerstube‘ : Das frühneuzeitliche Einquartie-
rungssystem und die sozioökonomischen Folgen, in : B.R. Kroener/R. Pröve （hrsg.）, Krieg und Frieden.　
Militär und Gesellscha in der frühen Neuzeit, Paderborn 1996 （wieder in : Ders., Lebenswelten.　Militärische 
Milieus in der Neuzeit.　Gesammelte Abhandlungen, Berlin 2010）ならびに鈴木直志『広義の軍事史と近
世ドイツ』彩流社，2014年，52頁以下を参照のこと。












































































































ヴォルフェンビュッテル =エルス公フリードリヒ・アウグスト（Friedrich August Braunschweig- 
Wolfenbüttel-Oels : 1740-1805）がいる。フリードリヒ・アウグストは，かのブラウンシュヴァイク

































フリードリヒ公」，「この最高の君候」と賛辞を惜しまない。Leben und Schicksale, Bd. II, S. 452.『断面』
317頁以下。

































（47）　Leben und Schicksale, Bd. II, S. 249.『断面』251頁。

































（53）　Leben und Schicksale, Bd. II, S.『断面』312頁。














































































































（62）　Leben und Schicksale, Bd. III, S. 192f.『革命』83頁。
（63）　キュスティーヌとは，アダム・フィリップ・ド・キュスティーヌ（Adam Philippe, Comte de Cus-
tine, 1740-1793）のことで，この時彼はヴォージュ軍最高司令官として，プロイセンと交戦中のフ
ランス軍を率いていた。




































































































































































（78）　Stadtarchiv Halle, HB B-18-1, Bl. 101/102.　連隊録に記されているラウクハルトは身長 5フース 9
ツォル 2シュトリヒ =180.8センチで，マンデルスロー中隊（第 7中隊）の第 1列 10番であった。
鈴木「連隊簿」159頁。
27ラウクハルトとプロイセン軍
ラウクハルトの身長差は，そのまま軍隊のイメージ差に直結していたといえよう。
さらに留意せねばならないのは，ラウクハルトがプロイセン軍の中で特権的ともいうべ
き境遇にあったことである。非番兵の副業として中隊長の子供の家庭教師をしたこと，そ
の中隊長の家を自由に出入りできたこと，高額の保証金を支払って数カ月の帰郷の旅をし
たこと，遠征軍司令官が面会に出向いてきて知的談義をしたことなど，それは枚挙に暇が
ない。ラウクハルトが経験したこれら多くの出来事は，ブレーカーをはじめ，ほぼすべて
の兵士にとって無縁だったであろう。なぜラウクハルトだけこのような特権的境遇に恵ま
れたのだろうか。それはひとえに，彼が啓蒙の知識人だったからに他ならない。学者とい
う物珍しい前歴だったからこそ，彼は多くの同僚兵士たちから尊敬され，啓蒙の将校から
は厚遇されたのである。問題なのは，なぜ「啓蒙の兵士」がこれほどの「特権兵士」にな
りえたのかということである。それは，18世紀末のプロイセン軍が「軍隊の啓蒙」によっ
てすでにある程度変質していたからではないだろうか（79）。ブレーカーが在籍した七年戦争
勃発時（1756年）からラウクハルトの入隊までにはおよそ四半世紀の隔たりがあるが，
その期間はまさに，プロイセン軍で「軍隊の啓蒙」が大きく進展した時代なのである。ラ
ウクハルトが語るミュフリンクやブラウンシュヴァイク公は，「軍隊の啓蒙」により要請
された「教養ある将校」そのものであった。こうしたタイプの将校は，ブレーカーの時代
にはまだ皆無に近かったため，彼の証言の中でプロイセン将校が総じて威圧的であっても，
それは驚くにあたらないのである。ブレーカー以後の四半世紀の間に，プロイセン軍は「軍
隊の啓蒙」により変貌を遂げた。このプロイセン軍の変質こそ，ラウクハルトを「特権兵
士」にしたものであり，彼とブレーカーとの距離，両者の軍隊像の差異をさらに著しく拡
げたものだったのである。
［付記］本稿は，中央大学特定課題研究費「広義の軍事史の総合研究としての連隊史」および科
学研究費基盤研究（C）「近代移行期の都市空間における兵士と地域社会の関係―プロイセン
軍駐屯都市ハレを例に」（課題番号 16K03139・研究代表者丸畠宏太）の研究成果の一部である。
（79）　軍隊の啓蒙については，鈴木『広義の軍事史』145頁以下を参照のこと。
